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  従来「合宿セミナー」として実施してきた企画を、今年度より『サマーセミナー』と改め、真に学術研究に役立

つ内容で構成する企画として開催することと致しました。参加者には、2025年度の日本ゴルフ学会第35回大会(11

月15～17日)にて、紙上または口頭のどちらかの発表を原則的に義務づけ、研究実績をあげて頂くことを目的にし

ています。そのために、どのように研究計画を立て、どのようにフィールドデータを収集すればよいかを学んで頂く

研修会となっています。近年、発表数が減少傾向にある学会大会の現状を他より突出・秀でる好機と捉え、ご参加い

ただければ幸いです。 

 応用実践者(プロや指導者)は、ゴルファーの知見に基づき、文脈的かつ経験的な研究アイデアを提供できます。一

方、研究者は、研究デザインや分析スキル、倫理・法令遵守の知識を持ち、データの信頼性と安全性を担保できます。

両者が協力することで、データを活用した質の高いゴルフ科学の発展が可能となります。本セミナーが、両者が集う

場となり、データを科学界に提供する、あるいは将来を見据えて共同研究プロジェクトを設計し、重要な疑問に答え

る試みを促す機会となることを願っています。 

 そのため、学術研究経験のないプロゴルファーやゴルフ技術に自信のない大学教員の方などが対象、大歓迎であり、

相補的にセミナーが進むことが望ましいと考えています。初めての試みで、いろいろと試験的な面もありますが意欲

的な方のご参加をお待ちしています。 

 

 

サマーセミナー開催日  2025年 8月 21日(木)、22日(金) 

開催場所  ノースヒルFujiokaとサンコーカントリー 

 

サマーセミナー内容  

1日目  9：30 ノースヒルFujioka(練習場)集合 

〒375-0055   群馬県藤岡市白石1405 TEL:0274-22-1717 

トップトレーサー弾道測定器を使用した計測実験実習 

 

 

「Toptracer Range」 右のQRコードからスマートフォンに事前にダ

ウンロードして頂けるとスムーズに計測が開始できます。計測項目は、

フラットキャリー、総飛距離、ボール速度、打ち出し角度(高低)、飛球

頂点、着地角度、滞空時間、空中曲がり幅、目標からのズレ(左右)、が

計測可能です。事前に実験デザインが決定している方は下記メールよ

りご相談下さい。特にない方は、こちらでアイデアを提供します。 



1日目 午後  車で 20分のサンコーカントリークラブに移動 

15：00 サンコーカントリークラブ(練習グリーン) 

屋外フィールドを使用した計測実験実習 

     

 

             

2日目  ８：00  サンコーカントリークラブ西コース ９Hラウンド 

 親睦ラウンド 

 

12：00 サンコーカントリークラブホテル(会議室) 

分析方法と抄録記述実習と報告会 

 

 

 

参 加 費（施設利用料込み 個人のホテル宿泊とゴルフプレー費は別） 

会 員  5,000円 

非会員 10,000円 

※ノート PC 持参でお願い致します。ワード、エクセル、パワーポイントの基本的な操作

可能な方、そうではなくてもゴルフ科学に興味がある方の参加をお待ちしています。 

 

申込方法： 下記の必要事項をメールにてお知らせください。 

① 氏名、会員または非会員(非会員の場合紹介者)、 

② 連絡先(電話番号)、所属先(企業名、学校名) 

③ 測定や実習内容及び施設や料金に関する問い合わせなど 

 

※会員外の方でも、会員の紹介にて参加できます。 ※先着16名までになります。ご了承ください。 

※参加人数や天候により内容を一部変更することもあります。ご了承ください。 

 

申込先 ：switchshot@live.jp 担当理事 鈴木タケル（日本ゴルフ学会関東支部） 

申込締切日：2025年 7月 21日(月) 

以 上 

50 ヤード以内のアプローチとバンカー及び、練習グリーンが利用で

きます。事前に実験デザインが決定している方は下記メールよりご相

談下さい。特にない方は、こちらでアイデアを提供します。フィール

ドの測定では、測定器や準備が必要になりますのでご相談ください。 

８時スタートで９ホールラウンド予定。ラウンド中の測定を希望する

場合は、前日に計測の手順などを発表説明お願いします。  

得られた実験結果の統計手法や分析についての実習。また、ゴルフ学会

発表のための抄録記述方法。参加者1人5分程度のスライド発表。 

mailto:switchshot@live.jp

